
厘
=華

晨

9月 の末から10月 の上旬にかけて津軽地方は稲刈り

の季節。春の低温が′心配 されていましたが、今年の作

況指数は
｀102の 良、でした。

これから農業はますます厳 しさを増 していきますが

村内の農家は今年度から長年の念願であったほ場整備

事業によって農作業の効率化をめざし、生き残れる農

業をめざしていきたいと意欲を見せています。



高齢者の交通事故を防止するために

通法が―部改正されます
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目
的
は
高
齢
者
の
保
護

行
わ
れ
た
国
勢

村
の
総
人
口
は
、　
一

で
す
が
、
七
十
　
一

一
一　
七
％
と
比
　
一

い
る
こ
と
が
解

高
齢
化
に
よ
る
運
動
能
力
、
視
力
、

の
。
そ
れ
に
伴

っ
て
交
通
事
故
の
被

害
者
　
加
害
者
と
な
る
場
合
も
あ
り

た
交
通
死
亡
事
故
の
被
害
者
は
八
十
　

　

通
行
に
支
障
の
あ

二
歳
に
な
る
お
年
寄
り
で
し
た
．
過
　

　

る
高
齢
の
歩
行
者

去
に
も
市
浦
村
で
は
お
年
寄
り
が
被
　

　

が
道
路
を
横
断
す

害
者
に
な

っ
た
交
通
死
亡
事
故
が
あ
　

　

る
と
き
に

一
時
停

り
、
人
口
の
高
齢
化
に
伴

っ
て
今
後

　

　

止
や
徐
行
を
し
て
、

も
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
り
ま
　

　

そ
の
通
行
を
妨
げ

た
高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え
る
　

　

て
は
な
る
な

い
こ

性
も
あ
り
ま
す
．
こ
れ
ら
の
よ
う
な

　

　

●
通
行
に
支
障
の

■
０
一一．一
‐
‐―１９
‐一．一■

．一一，
一
“

一̈“

・・
“

一・一一“
一
セ

一
●

一
■

一

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と

し
て
次
の
項
目
が
改
正
さ
れ
ま
す
【

一田
層
目
巴

運
転
適
性
検
査
な
ど
を
鳴
り
込
ん
だ

指
定
の
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

ど
に
よ
り
、
車
の
運
転
を
継
続
す
る

意
思
が
な

い
人
は
、
希
望
に
よ
り
免

許
の
取
り
消
し
を
申
請
す
る
こ
と
が

▼
お
問

い
合
わ
せ
先

動
青
森
県
交
通
安
全
協
会

▼
電
話
番
号

個勢調査より)

1市浦村|の75歳以1上の人口め割合

▲高齢運転者マーク
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彰
状
の
授
与
か
行
わ
れ
ま

歌
も
披
露
さ
れ
て
参
加
者

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

青森県知事顕彰状
(90歳 以上の長寿者 )

●三 和  タ マ さん (相 内地区 )

●成 田 ∴  よ さん (IU内 地区
'

●山 内 キ ヨ さん (相 内地区 )

(88歳 以上の長寿者夫婦 )

●三 和
琴

次

T:先 帥 地D

市浦村長顕彰状

(90歳 以上の長寿者)

●山 内 キ ヨ さん (相 内地[ス )

方東 方西

1 生年月日 年齢 |

ゞ _31328 96藤 田 は つ 横綱 和 藤次郎 195

「 二 IM35 521
十三 IM86 8 29 ‖1署 昆寧群

大関 三 和 善次郎  95

[言 ‖::〔 :::|: :1會 桑号曹関脇

|||||||1111:|

郎

ワ

ヨ

マ

ヨ

松

十

卜結 Jヽ 寺 リ ソ 91
伊 南 サ ナ 91

豊 鳥 キ ナ 90

成 田 ∴ よ 90
高 松 キ ヤ 9ヽ

小ITl桐  ス イ 9ヽ

‐姫神・星吉昭プロデュースー

驚異のテクニックと類希な歌心で中国悠久の音色が

世界を謳 う。史_L最高の胡弓 (二 胡)奏 者による待望

のコンサー トです。

日 時 :11月 9日  日曜日午後 2時開演 (午 後 1時 30分 開場 )

場 所 :市浦村役場 青森あすなろホール「市浦」

入場十1は 無料ですが整理券が′
Z、 要です

=

整lll券 は、市浦村役場でお求めください「

入場者は限定120名 とさせていただきます。

詳 しいことは、市浦村役場企画員」政課 (電 話62-2111)へ お問
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し
＜
も
決
勝
進
出
な
ら
ず

第
二
十
回
東
日
本
軟
式
野
球
大
会
青
森
県
予
選
会

九
月
の
二
十
七
　
一
一十
八
日
の
二
　

　

ず
惜
し
く
も
決
勝
進
出
は
果
た
せ
ま

日
間
、
市
浦
村
山
村
広
場
球
場
を

王
　

　

せ
ん
で
し
た
が

「今
後
は
打
撃
面
を

会
場
に

「第
二
十
回
東
日
本
軟
式
野
　

　

強
化
し
て
、
来
シ
ー
ズ

ン
こ
そ
は
全

球
大
会
青
森
県
予
選
」
が
行
わ
れ
、　
　
　
国
大
会

へ
出
場
し
た
い
」
と
意
欲
を

市
浦
村
体
育
協
会
の
戦
績
は
次
の

〇

一
回
戦
　
３
１
２

対

東
芝
メ
デ
ィ
ア
機
器

（五
所
川
原
）

〇
二
回
戦
　
４
１
０

対

冨
田
岡
ベ
ア
ー
ズ

（む

つ
）

○
準
決
勝
　
０
１
５

対

ダ
ー
ク
ホ
ー
ス

（弘
前
）

延
長
十
三
回
特
別
ル
ー
ル
に
よ
る

糾一一］̈̈
一一一̈一一̈』　　【】”】｛肉由士沃宿り己評師̈訟］卍「け′。

精
喜
会
長
の
始
球
式
で
試
合
開
始
。

初
戦
を
突
破
す
る
と
チ
ー
ム
は
勢

い

に
乗
り
、
二
回
戦
は
完
封
勝
利
を
果

た
し
ま
し
た
が
、
準
決
勝
は
打
線
が

繋
が
ら
ず
両
チ
ー
ム
０
点
の
ま
ま
延

長
十
二
回
が
経
過
。
延
長
十
三
回
は

無
死
満
塁
か
ら
始
ま
る
特
別
ル
ー
ル

が
適
用
さ
れ
、
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
せ

去
る
九
月
二
日
、
弘
前
市
六
花
酒

相
内
青
年
団

（秋
田
谷
兼
仁
団
長
）

が
招
待
さ
れ
、
市
浦
村
の
伝
統
芸
能

で
あ
る
相
内
虫
送
り
が
披
露
さ
れ
ま

人
と
小
規
模
な
編
成
で
し
た
が
、
持

勇
壮
な
跳
ね

っ
ぷ
り
は
健
在
．
短

い

場
内
を

「
ハ
ネ

ロ
ジ
ャ
、

↑
不
口
」

と
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
披
露
さ
れ

る
虫
送
り
は
大
好
評
で
、
会
場
の
盛

り
上
が
り
は
最
高
潮
。
三
百
名
を
超

え
る
観
客
か
ら
拍
手
喝
采
を
浴
び
て

子
で
地
引
き
網
体
験

十
三
子
と
も
会

九
月
二
十

一
日
、
十
三
地
区
日
本

　

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
旅
行
が
中
心

海
沿
岸
に
て
十
三
子
ど
も
会

（近
藤

　

　

で
し
た
が
、
今
回
は
小
倉
広
起
さ
ん

昌
浩
会
長
）
に
よ
る
地
引
き
網
体
験

　

　

（十
三
地
区
）
の
提
案
に
よ
り
、
地
元

学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
に
あ
る
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
レ

こ
れ
ま
で
十
三
子
ど
も
会
の
親
子

　

　

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
か

つ
て

夷
王
山
緑
の
広
場
で
、
町
王
催
の
老

人
と
子
ど
も
た
ち
の
果
実
の
森
植
樹
が

町
内
老
人
ク
ラ
ブ
や
上
ノ
国
　
河
北
保

育
所
の
回
児
と
そ
の
お
母
さ
ん
た
ち
約

百
二
十
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
植
樹
は
、
平
成
九
年
度
宝
く
じ

協
会

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

一
環

の
植
樹
交
流
を
と
お
し
、
お
年
寄
り
を

持
ち
自
然
を
育
て
る
心
を
養
う
こ
と
を

ち
が
力
を
合
わ
せ
て
て
い
ね
い
に
植
え
、

老
人
と
子
ど
も
た
ち
の
果
実
の
森
植
樹

～
老
人
と
子
ど
も
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
～

は
十
三
地
区
で
盛
ん
で
し
た
が
現
在

た
地
引
き
網
漁
に
注
目
し
て
取
り
入

び
指
導
も
小
倉
さ
ん
に
よ
る
も
の
で

当
日
は
小
学
生
と
父
母
合
わ
せ
て

か
み
の
く
に

情
報
ラ
ン
ド

-370-
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約
百
人
が
参
加
、
参
加
者
全
員
が
力

を
合
わ
せ
て
海
か
ら
網
を
引
き
揚
げ

る
と
、
網
の
中
に
は
ヒ
ラ
メ
、
カ
レ

の
大
漁
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
っ

フ
ラ
イ
、
塩
焼
き
、
鍋
な
ど
に
料
理

し
て
新
鮮
な
海
の
幸
を
楽
し
ん
で
い

や
就
職
な
ど
で
ふ
る
さ
と
を
離
れ
る

忘
れ
な

い
で
欲
し

い
と
願

っ
て
、
自

「親
子
登
山
の
集

い
」
が
九
月
二

十
三
日
、
本
無
岳

（標
高
五
八
七

は

‘し、
地
よ

い
汗
を
流
し
ま
し
た
．

「親
子
登
山
の
集

い
」
は
自
然
観

察
を
通
し
て
森
林
や
林
業
の
役
割
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
市
浦
営
林
署
と

教
育
委
員
会
が

王
催
し
て
い
る
も

の

当
日
は
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

約
九
十
人
が
参
加
．
山
頂
ま
で
の
道

の
り
を
、
お
互
い
に
励
ま
し
あ

い
な

が
ら
約

一
時
間
ほ
ど
で
登
り
ま
し
た
。

三
湖
や
岩
木
山
な
ど
を
始
め
と
し
た

風
景
が
広
が
り
、
参
加
者
は
あ
ま
り

を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

の
美
し
さ
に
疲
れ
を
忘
れ
て
市
浦
村

然
を
活
用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー

ン
ョ
ン
　
　
　
ト
大
漁
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び

目
し環
鐵

曇
r   "

|● ●||よ|ろ●し|く||お い|し1幸|す|●●●

ヒ月より市浦村

の新しい英語指導

助手として着任 し

ダー ト先生。日本

の生活にも慣れ、

英語の授業も始ま

っています。そこ

でネーサン先生に

これまでの感想を

聞いてみましたぃ

NATHAN GILDART
(ネ ーサン ギルダート)

出身 :カ ナダ ハリフアクス市

年齢 :24歳

趣味 :サ ノカ~、 スキー、バレーボール、

学生時代の専攻は歴史で、カナダでは高校の社会十1

教師として働いていました。

◇日本で英語教師をすることになったきっかけは何

◆日本の文化を勉強して興味を持ったため.ま た兄

も日本で英語教 師 を しているの もきっかけ とな り

◇日本の学生の印象はどうですか。

◆日本の学生は挨拶を大事にしており、とても礼儀

iEし いと感じました。またカナダでは生徒が先生

を名前で呼ぶのに対 し、日本では**先 4Lと 敬称

を付けて呼ぶので新鮮でした。

◇日本の習慣や風習で驚いたことはありますか。

◆学校の中を歩いていたところ、とある先生が後ろ

から近寄ってきて、いきなり抱きつかれる挨拶に

は驚 きました。

◇英語の授業を担当してどうですか。また今後はど

のような授業を目指 していますか。

◆教科書に載つている英語の表現はやや固い印象を

受けます。そのため難 しいとは思いますが、自然

な英語を目指 して指導 したいと思っています.ま

た英語だけではなく、カナダのことも授業を通 じ

て知ってもらいたいと思っています。

◇市浦村の印象はどうですか。

◆市浦の人は親切で、特に年輩の方は自分の両親の

ように親切 に して くれるのが うれ しい。

◇今後の抱負は

◆もっと日本語を覚え、サノカ~な どを通して多く

の人と知り合いになりたい。また日本各地を旅行

して日本のことを勉強したい。そして学んだ日本

の文化をカナダの人々に伝えたいと思っています。

◇最後にみなさんヘー言

◆今後いろんな機会でみなさんと一緒になることが

あるかと思いますが、そのときはよろしくお願い



中
世
の
商
業
都
市

ベ
ル
ゲ
ン
ヘ

年
間
三
百
日
も

雨
が
降
る
ベ
ル
ゲ
ン

ベ
ル
ゲ
ン
は
真
夏
で
も
平
均
気
温

が
、
大
西
洋
に
臨
み
、
メ
キ
シ
ヨ
暖

ベ
ル
ゲ
ン
の
魚
市
場
は
港
の
広
場

「
て
い
る
ク
ラ
ベ

ン
な
ど
が
特
に
お

福
祉
の
先
進
国
に
も

か
げ
り
が

ノ
ル
ウ

ェ
ー
は
人
の
教
ほ
ビ
山
が

あ
り
、
林
業
ヒ
水
産
業
が
幣
ん
で
、

そ
の
う

え
海
運
業
や
鉱
業
や
北
海
油

田
を
持

っ
た
工
業
の
国
で
も
あ
り
、

ま
た
、
バ
ィ
キ
ン
グ
船
博
物
館
や
、

北
欧
の
ロ
グ
シ
ヒ
呼
ば
れ
た
彫
刻
家

た
と

い
う
、
フ
ロ
グ

不
ル
野
外
彫
刻
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そ
し
て
私
共
は
福
祉
の
先
進
国
で

人
口
四
十
五
万
人
の
オ
ス
ロ
市
の

地
域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
老
人
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
オ
ス
ロ

市
を
五
区
に
分
け
各
区
に
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
居
り
、
私
共
が
訪
れ
た

「
ビ
オ
ー
ル
セ
ン
　
高
齢
者
ホ
ー
ム
」

は
、　
一
フ
ロ
ア
ー
二
十
名
で
五
階
建

て
百
名
の
方
々
が
入
所
可
能
で
あ
り
、

現
在
は
三
十
六
名
の
方
が
利
用
し
、

三
階
か
ら
五
階
ま
で
は
個
室
と
な

っ

て
居
り
、
こ
の
中
に
は
痴
ほ
う
症
の

方
も
、
身
体
障
害
者
の
方
も
入
所
し

こ
の
施
設
に
は
給
食
施
設
は
な
く
、

近
く
の
老
人
病
院

の
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
食
事
が
運
ば
れ
て
く
る
仕
組
み

に
な

っ
て
居
り
、
百
名
弱
の
入
所
者

に
対
し
て
五
十
二
名

の
職
員
が
従
事

し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
も
別
に
活
動

（市
浦
の
悠
遊
郷
の
よ
う
な
も

の
）
の

食
事
は
朝
食
に
間
に
あ
う
よ
う
に
迎

て
帰
る
よ
う
に
し
て
居
り
、
こ
の
セ

ン
タ
ー
の
利
用
料
は
バ
ス
代
も
含
め

て

一
回
四
十
五
ク
ロ
ー
ネ

（日
本
円

で
七
百
六
十
五
円
）
負
担
し
て
い
る
。

こ
の
施
設
で
日
本
と
根
本
的
に
違

で
き
る
が
、
オ
ス
ロ
で
は

一
人
暮
ら

し
か
老
人
夫
婦
だ
け
で
暮
ら
し
て
い

る
人
で
、
自
立
の
意
欲
の
あ
る
人
を

助
け
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
あ
く

ま
で
社
会
復
帰

の
キ

ッ
カ
ケ
を

つ
く

っ
て
や
る
こ
と
が
主
な
目
的
と
な

っ

て
居
り
、
自
分
の
家
で
自
分
の
好
き

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
の

反
面
、
六
十
歳
以
下
で
も
交
通
事
故

な
ど
で
車
椅
子
で
生
活
し
て
い
る
人

は
入
所
で
き
る
と
、
こ
の
施
設
の
エ

ル
セ

・
オ
ー
ケ
ー
ル
ン
ト
次
長
さ
ん

が
云

っ
て
居
ら
れ
た
。

し
か
し
、
国
の
財
政
が
苦
し
く
な

っ
た
の
で
、
訪
問
看
護
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
国
の
補
助
が
打
ち

切
ら
れ
全
額
自
分
で
負
担
す
る
こ
と

に
な

っ
た
ほ
か
、
経
費
を
節
減
す
る

た
め
に
五
つ
の
区
に
設
置
さ
れ
て
い

る
福
祉
施
設
の
管
理
部
門
を

一
ヶ
所

で
集
中
管
理
し
た
り
、
施
設
に
入

っ

て
い
る
年
金
受
給
者
の
年
金
の
利
子

に
も
八
十
％
も
税
金
を
か
け
て
い
る

ほ
か
、
各
部
屋
の
パ
ル
コ
ニ
ー
の
前

ま
で
案
内
し
て
こ
の
よ
う
に
み
ん
な

壊
れ
て
い
る
が
修
理
す
る
金
が
国
か

ら
も
、
市
か
ら
も
出
な

い
の
で
そ
の

ま
ま
に
し
て
居
る
と
の
こ
と
。

ノ
ル
ウ

エ
ー
の
年
金
は
六
十
七
歳

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
年

齢
を
下
げ
る
こ
と
は
困
難
だ
と
思
う

し
、
現
に
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
で

が
現
状
な
ん
で
す
、
も
う
す
ぐ
総
選

挙
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
選
挙
公
約
に

「
一
人

一
部
屋
」
に
す
る
と
か
、
老
人

福
祉
に
も

っ
と
金
を
か
け
る
と
云

っ

て
い
る
が
、
国
の
財
政
、
国
民
の
税

負
担
を
考
え
る
と
政
治
家
の
考
え
る

こ
と
は
理
解
で
き
な

い
、
担
税
力
も

限
界
に
来
て
居
り
、
増
税
が
無
理
な

ら
ば
福
祉
の
水
準
を
下
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
時
が
来
る
か
も
知
れ
な
い
、

ノ
ル
ウ

エ
ー
が
世
界
に
誇
れ
る
こ
の

福
祉
の
レ
ベ
ル
が
下
が
る
こ
と
に
な

れ
ば
た
ま
ら
な
く
悲
し
く
、
残
念
で

な
ら
な

い
と
、
オ
ー
ケ
ー
ル
ン
ト
次

長
さ
ん
が
目
を
曇
ら
せ
て
い
た
が
、

こ
れ
が
福
祉
の
先
進
国
ノ
ル
ウ

エ
ー

の
実
態
だ
と
は
ま
さ
に
晴
天
の
ヘ
キ

福
祉
の
先
進
国
だ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
も
活
発
だ
ろ
う
と
思

っ
て

い
た
が
、
国
民
は
高

い
税
金
を
納
め

て
い
る
の
で
福
祉
は
国
が
や
る
べ
き

も
の
だ
と

い
う
感
情
が
あ
り
、
福
祉

に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
鈍

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
も
、
学
者
と

い

わ
れ
る
方
々
も

一
様
に
北
欧
の
福
祉

に
学
べ
と
北
欧
を
礼
讃
し
て
来
た
が
、

そ
の
北
欧
の
福
祉
は
い
ま
経
済
的
な

面
か
ら
破
綻
を
来
た
し
て
居
り
、
新

た
な
老
人
の
貧
困
化
を
も
た
ら
す
恐

れ
が
あ
り
そ
の
対
症
療
法
と
し
て
家

が
、
わ
が
国
で
も
、

い
ま
こ
の
北
欧

の
歩
ん
で
来
た
道
を
そ
の
ま
ま
歩
も

う
と
し
て
居
り
、
在
宅
福
祉
の
充
実

の
た
め
と
称
し
て
介
護
保
険
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
介

護
保
険

の
先
進
地
ド
イ
ツ
で
も
こ
の

制
度
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
と

い
う
、
保
険
あ

っ
て
介
護
な
し
と

い

う
事
態
に
な
ら
な
け
れ
ば

い
い
が
と

懸
念
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

北
欧
と
云
わ
ず
、
日
本
と
云
わ
ず
世

界
的
な
時
代
の
命
運
の
よ
う
な
気
さ

え
す
る
が
、
小
手
先
で
な
く
、
生
産

構
造
や
社
会
構
造
を
抜
本
的
に
変
え

な
い
限
り
こ
の
問
題
は
解
決
さ
れ
な

現
代
工
業
社
会
は
人
口
の
移
動
と

都
市
集
中
を
加
速
さ
せ
、
過
疎
　
過

密
を
生
み
、
そ
の
課
程
の
中
で
老
人

間
題
や
オ
ウ
ム
や
い
じ
め
や
神
戸
の

中
学
生
に
よ
る
殺
人
事
件
な
ど
、
さ

ハ
イ
テ
ク
や
情
報
化
の
時
代
を
迎
え

た
今
日
、　
一
ヶ
所
に
人
が
集
ま
る
必

要
は
な
い
し
、
毎
日
職
場
に
通
う
必

要
も
な
く
な
り
自
宅
に
い
な
が
ら
に

し
て
仕
事
が
で
き
る
時
代
に
変
わ

っ

て
い
く
と
思
う
。
テ
レ
ビ
会
議
も
あ

さ
れ

つ
つ
あ
る
、

ハ
イ
テ
ク
化
は
都

市
集
中
か
ら
地
方
分
散
を
可
能
に
す

る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
若
者
が

生
ま
れ
故
郷
に
帰
る
時
代
に
な
る
か

社
会
と
質
の
違
う
社
会
構
造
に
変
わ

考
え
方
で
も
し
な

い
限
り
老
人
問
題
、

家
族
問
題
の
真
の
解
決
が
な

い
と
す

れ
ば
そ
れ
は
悲
し

い
こ
と
で
あ
る
。

理
想
と
は
違

っ
て
し
ま

つ
た
ノ
ル

ウ

ェ
ー
の
福
祉

の
実
態
を
み
て
、
こ

れ
か
ら
加
速
度
的
に
増
え
る
わ
が
村

の
老
人
人
口
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

べ
き
か
、
こ
の
日
は
気
持
が
暗
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

い
ま
や
北
欧
は
福

祉
の
天
国
で
は
な
く
な

っ
た
。

（嗽『蠅掛帽詢帥″悧「ンツー）
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女
性
の
船
に
参
加
一し
て

青
森
県
で
は
、
洋
上
研
修
を
通
じ
て
自
己
啓
発
や
相
互
理
解
及
び
地

域
間
交
流
を
図
り
、
積
極
的
に
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
女
性
の
育
成

を
目
的
と
し
た

「青
森
県
女
性
の
船
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
四
回
目
に
な
る
こ
の
体
験
航
海
は
九
月
十
二
日
か
ら
九
月
十

四
日
ま
で
実
施
さ
れ
、
市
浦
村
か
ら
は
自
川
模
子
さ
ん
（相
内
）
と
桑
野

尚
子
さ
ん
（脇
元
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

青
‐‐‐森疇摯鐵嘩副審

い
、
語
り
合

い
の
旅

へ
と
ふ
じ
九
は

出
航
し
ま
し
た
。
行
き
先
は
東
京
晴

海
埠
頭
、
そ
の
間
の
二
泊
三
日
を
団

員
三
百
二
十
五
名
と
団
長
初
め
特
別

団
員
二
十
九
名
は
洋
上
研
修
す
る
の

で
す
。
波
は
お
だ
や
か
、
船
内
は
ホ

テ
ル
の
よ
う
で
す
。
早
速
歓
迎
パ
ー

デ
リ
ア
が

い
く

つ
も
輝
き
、
華
や
か

な
服
装
の
女
性
達
は
仕
事
や
家
事
か

も
全
て
忘
れ
、
生
き
生
き
と
美
し
く

ナ
イ
フ
と

フ
オ
ー
ク
で
食
事
を
し
ま

し
た
。
翌
日
か
ら
は
学
習
で
す
。
弘

前
学
院
短
期
大
学
助
教
授
佐
藤
恵
子

さ
ん
の
講
演
は

「青
森
県
の
女
性
と

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
、

つ
ま
り
女

性
よ
力
を

つ
け
よ
と
言
う
こ
と
で
し

た
。
三
日
目
に
知
事
の
講
話
も
あ

っ

た
の
で
す
が
、
お
二
人
に
共
通
の
テ

ー
マ
は

「
男
女
協
同
参
画
社
会
を
目

指
す
」
と

い
う
も
の
で
す
。
木
村
知

事
は
就
任
早
々
女
性
政
策
課
を
設
け
、

女
性
の
自
己
啓
発
、
地
位
向
上
、
政

策

へ
の
登
用
を
積
極
的
に
推
進
、
五

所
川
原
市
も
女
性
は

つ
ら

つ
課
が
あ

り
ま
す
（．
男
と
女
は
対
等

の
立
場
で

い
、
家
庭
に
お
い
て
は
勿
論
、
社
会

に
あ

っ
て
も
参
加
し
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
、
叱
咤
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

ク
に
分
け
、
特
色
あ
る
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
催
さ
れ
ま
し
た
「
西
北
五
三

で
す
。
各
地
域
共
、
趣
向
を
こ
』
し
、

か
な
リ

ハ
イ
レ
ベ
ル
で
す
。
女
性
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
爆
発
し
ま
し
た
。
こ

の
パ
ワ
ー
が
あ
れ
ば
県
の
未
来
は
大

丈
夫
と
感
じ
ま
し
た
。
洋
上
ト
ー
ク

っ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
し
た
。
女
性

間
が
か
か

っ
て
も
、
今
す
ぐ
解
決
は

出
来
な
く
て
も
、
良

い
方
向

へ
と
努

力
は
続
け
て
行
こ
う
と
結
論
し
ま
し

た
。
最
後
に
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
堂

々
と
し
て
立
派
で
し
た
。

私
の
研
修
講
評
は
、

「
青
森
県
の
女

性
は
し

っ
か
り
し
て
い
る
、
将
来
は

明
る
い
」
と
得

′し、
が

い
き
ま
し
た
日

市
浦

の
女
性
の
皆
さ
ん
も
二
年
に

一

度
の
こ
の
船
に
是
非
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
新
し

い
風
に
触
れ
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
御
尽
力
し
て
下
さ

っ

た
方
々
に

′し、
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

県‐女
性
０
船
に
乗
っ
て

桑

野
　
尚

子

秋
晴
れ
の
中
、
花
火
、
五
色
の
テ

ー
プ
に
見
送
ら
れ
出
航
、
気
持
ち
の

広
げ
て
い
く
［
二
日
目
は
佐
藤
恵
．十

先
生
に
よ
る

「青
森
県
の
女
性
と

エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
の
講

つ
け
る
事
、
女
性
が
社
会
的
実
力
を

養
成
す
る
事
と
説
明
【
女
性
が
社
会

画
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
男
性
に
や

っ
て
も
ら
う
の
で
な
く
直
接
加
わ

っ

て
女
性
の
立
場
を
変
え
て
い
く
、
男

性
の
考
え
方
だ
け
で
は
行
き
詰
ま
り

が
あ
る
、
男
性
な
み
に
働
か
な
け
れ

ば

い
け
な

い
等
女
性
参
画
の
あ
り
方

話
し
合

い
が
も
た
れ
た
。
私
達
の
グ

ル
ー
プ
で
は

「家
庭
に
お
け
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
」
討
論
さ

れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
環
境
や
状

況
を
話
し
合

い
、
女
性
が
自
立
し
生

く
た
め
に
は
男
性
に
従
う
の
で
は
な

く
立
場
を
わ
か
り
あ

い
、

つ
な
が
り

を

つ
け
、
相
手
を
理
解
す
る
と
信
頼

が
生
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
、
男
性

の
自
立

（身
の
ま
わ
り
の
事
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
）
が
不
可
欠
で
は
な

い
か
等
真
剣
に
話
し
合
わ
れ
た
。
分

科
会
終
了
後
洋
上
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
で

は
船
の
揺
れ
を
感
じ
船
酔

い
を
す
る

人
が
続
々
と
出
た
が
、
ど
こ
の
グ
ル

―
プ
も
地
域
性
や
祭
り
を
組
み
合
わ

せ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
、
皆

み
ご
と
な
演
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
船

酔

い
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
た
。
私
達

西
北
五
チ
ー
ム
は

「津
軽
の
虫
お
く

り
」
を
披
露
、
舞
台
が
狭
く
練
習
の

時
の
よ
う
に
動
け
な
か

っ
た
が

一
つ

の
物

へ
知
ら
な

い
人
同
士
が
目
的
を

持

っ
て
向
か
う
積
極
的
な
姿
に
皆
満

足
で
あ

っ
た
。
最
終
日
は
団
長

（県

知
事
）
に
よ
る
講
話
が
あ
り
、
福
祉

日
本

一
は
女
性
の
力
を
必
要
と
す
る
、

文
化
を
作
る
元
は
女
性
で
あ
る
等
、

ま
た
自
分
の
生

い
立
ち
の
お
話
が
あ

り
目
頭
を
押
さ
え
る
光
景
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
三
日
間
洋
上
研
修
で

真
剣
に
討
論
し
た
り
、
講
話
を
聞

い

た
り
、
地
域
や
年
齢
を
超
え
た
交
流

の
輪
が
広
が
り
少
し
は
積
極
的
に
な

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
学
ん
だ
事

を
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
立
場
で
生
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か
し
て
い
き
、
私
達
女
性
も
意
識
的

　

　

い
ま
す
。
こ
の
研
修
に
参
加
す
る
に

に
仕
掛
け
人
に
な
り
地
域
の
パ
ワ
ー
　

　

あ
た

っ
て
ま
わ
り
の
人
達
の
御
協
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思

　

　

に

，し、
か
Ｌ
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

県
下
の
青
年
が
洋
上
に
お
け
る
研
修
と
規
律
あ
る
団
体
生
活
を
通
じ

自
己
啓
発
及
び
青
年
相
互
の
連
帯
感
を
高
め
、
外
国
の
歴
史

・
文
化

。

経
済
等
の
視
察
に
よ
っ
て
青
森
県
の
次
世
代
を
担
う
青
年
の
育
成
を
目

的
と
し
た

コ
円
森
県
青
年
の
船
」
。
今
年
で
第
七
回
に
な
る
こ
の
体
験
航

海
記
は
九
月

一
日
か
ら
九
月
十
二
日
ま
で
実
施
さ
れ
、
市
浦
村
か
ら
は

三
和
卓
さ
ん
（相
内
）中
井
規
江
さ
ん
（十
三
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

の
全
て
新
鮮
に
写

っ
た
。

韓
国
で
は
、
韓
国
独
特

の
香
辛
料

が
合
わ
ず
ほ
と
ん
ど
食
べ
物
を
食
べ

れ
ず
食
事
時
辛
く
て
、
日
本
食
が
恋

曰
く

「
ソ
ウ
ル
で
運
転
で
き
れ
ば
、

世
界
の
ど
こ
で
も
車
を
乗
る
こ
と
が

で
き
る
［
」

と
言
う
ぐ
ら

い
す
ご
か

中
国
で
は
、
念
願
だ

っ
た
天
安
門

広
場
、
紫
禁
城
、
衛
星
か
ら
地
球
を

＞
三
和
さ
ん
（左
）
万
里
の
長
城
に
て

見
る
と
地
球
上
で
唯

一
確
認
で
き
る

建
物
と

い
わ
れ
る
万
里
の
長
城
と

い

つ
た
史
跡
を
堪
能
し
た
。
中
国
で
は

タ
ク

ン
ー
に
も
乗

っ
た
。
タ
ク

ン
ー

の
中
は
汚
く
、
乗
ろ
う
と
思

っ
て
も

後
ろ
の
ド
ア
が
開
か
な
か

っ
た
り
、

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
い
る
時
、
後
ろ

で
何
か
が
落
ち
る
音
が
し
た
。
何
が

た
し
、
天
上
の
壁
紙
み
た

い
な
も
の

が
落
ち
て
い
た
。
上
を
見
る
と
、
あ

ち
こ
ち
剥
が
れ
て
お
り
、
ベ
ニ
ヤ
が

広
大
な
土
地
、
ど
こ
を
見
て
も
果
て

し
な

い
平
野
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
自
転

車
、
レ
ン
ガ
を
積
み
上
げ
て
建
設
中

か
言
え
な

い
貴
重
な
体
験
を
し
た
。

こ
の

「青
年

の
船
」
に
参
加
さ
せ

て
も
』

っ
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
経
験
を
今
後
の
仕
事
や

地
域
活
動
に
役
立
て
る
よ
う
に
、
積

極
的
に
行
動
し
た

い
。

俯め‐〓‐‐‐‐‐て―目‐‐‐翻卜一に任

一
一
中
井
　
規
江

六
月
の
あ
る
日

「青
年

の
船
に
参

加
し
て
み
な

い
か
ｏ
」
と

い
う

一
声

が
き

っ
か
け
で
し
た
。

九
月

一
日
、
私
達
青
年
は
不
安
と

船
で
は
事
前
研
修
で
知
り
合

い
に

活
し
ま
し
た
。
毎
日
講
義
や
会
議
な

ど
で
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が

い
っ
ぱ

い
で

し
た
が
、
な
ぜ
か
夜
に
な
る
と
ク
ラ

中
国
　
韓
国
で
は
現
地
青
年
た
ち

と
の
友
好
青
年
交
歓
会
が
行
わ
れ
、

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

王
に
学
生

さ
ん
達
が
多
く
、
日
本
語
が
と
て
も

上
手
で
、
そ
の
中
の

一
人
は
ガ
イ
ド

に
な
る
の
が
夢
で
今
、
そ
の
た
め
の

ホ
テ
ル
で
は
よ
く
現
地
の
人
と
問

す
）
と
言
わ
れ
私
も
同
じ
言
葉
を
返

し
ま
し
た
。
又
、
現
地
の
青
年
た
ち

と
話
を
し
て
い
て
、
フ
ッ
と
そ
の
場

を
離
れ
、
同
じ
場
所

へ
戻
る
と
わ
か

い
な

い
言
葉
で
話
し
か
け
て
く
る
の

で
す
。

「
何
て
言

っ
て
る
の

，
」
と

い
う
顔
を
し
て
る
と
、

「
あ

っ
ゴ
メ

ン
な
さ
い
。
間
違
え
た
―
」
と
言
葉

が
返

っ
て
く
る
の
で
し
た
。
私

っ
て

中
国
　
韓
国
系

の
顔
な
の
か
し
ら

，

里
の
長
城

へ
向
か

い
ま
し
た
。
教
科

で
し
た
が
と
に
か
く
す
ご

い
′
ゆ
る

や
か
コ
ー
ス
と
急
な

コ
ー
ス
の
二
つ

を
選
び
ま
し
た
。
と
に
か
く
階
段
が

多
く
坂
が
急
な
の
で
登
り
は
と
に
か

く
休
む
暇
が
な

い
。
ひ
た
す
ら
登
る

ば
か
り
。
帰
り
は
、
元
来
た
道
を
下

る
の
で
す
が
、
人
を
か
き
分
け
、
ゆ

っ
く
り
歩
か
な

い
と
危
な

い
。
斜
め

だ

っ
た
り
、
高
か

っ
た
り

こ
段
差
が

激
し
く
、
転
が

っ
た
方
が
早

い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
日
頃
の
運
動
不
足
を

身
に
染
み
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
地
点

ヘ

う
で
短
か

っ
た
「青
森
県
青
年
の
船
」

で
は
、
い
ろ
ん
な
人
に
会

い
、
思
い

出
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
異
国
の
地

へ
行
き
、
様
々
な

体
験
も
し
て
き
ま
し
た
が
、
し
み
じ

こ
の
体
験
を
自
分
に
生
か
し
て
、

地
域
の
た
め
に
頑
張
り
た

い
と
思

い
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義
光
、
義
家
と
対
面

で
し
た

（前
号

の
挿
図
参
照
）
。

せ
参
じ
た
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
０
」
と
。

＞
苅
田
の
宮
で
清
家
軍
の
残
し
た
飯
酒
を
±
４
に

与
え
る
義
光
・
義
忠
両
将
■
前
太
平
記
』所
収
）

た

い
思

い
で
馳
せ
参
じ
た
次
第
で
す
」
と
、

し
て
喜
び
、

「
公
の
後
難
も
恐
れ
な
い
で
こ

然
で
す
」
と
、
手
に
手
を
取

っ
て
悦
び
溺
手

武
衡

・
家
衡
、

国
府
を
攻
撃
す
る

万
騎
の
軍
勢
を
率

い
て
出
羽
の
金
沢
の
柵
を

こ
れ
を
聞

い
た
義
家
は
、

「金
沢
の
柵
は

れ
た
奥
道
を
守
り
、
次
郎
義
親
は
五
千
余
騎

頃
は
寛
治
四
年

（
一
〇
九
〇
）
四
月
十
八

日
の
午

の
刻

（午
前
十

一
時
ヽ
午
後

一
時
）

眠
を
醒
す
ら
ん
と
彩
し
共
云
計
な
し
」
と
、

そ
の
物
凄
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
互
い
に

清
家
の
軍
勢
敗
北
す
る

流
れ
を
風
に
靡
か
せ
て
、
ど

っ
と
円
の
声
高

翌
日
の
申
の
刻

（午
前
三
時
ヽ
五
時
）
で
し

こ
こ
ま
で
は
追
手
が
来
な

い
だ
ろ
う
と
飯
酒

>76く

∠、

(11)



情報をお寄せください

お しらせ
役場の電話は62-2111

平成10年 に使用する農業用免税

証の交付申請は次のようになって
います。

)場  所

五所川原市合同庁舎 1階相談室

)日   時

H月 4日 (知

午前 9時から午後 3時 まで

なお、申し込み用紙は県税事務

所、農業協同組合及び軽油販売店

に備え付けてあ ります。

)お 問い合わせ先

五所川原県税事務所関税課

>電 話番号

内線207・ 208

平成 9年分年末調整説明会の開

催日程をお知らせ します。

)開 催 日

H月 20日 (莉

>開 始時刻

(受 け付け 9:30か ら)

)会  場

金木町中央公民館

>お 問い合わせ先

五所川原税務署法人課税部門

源泉所得税担当

>電 話番号

知事が委嘱する子育てメイトは、

主に未就学児をもつ家庭を訪問し

て、子育ての1逝 みや不安について

相談を受けたり、情報を提供 して

いただく子育ての経験が豊かな方
々です。どうぞお気軽にご相談 く

◎市浦村子育てメイ ト

国民年金の加入者は、農業・漁

業 自営業・学生などの第 1号被

保険者、サラリーマンや公務員な

ど厚生年金保険や共済組合に加入

している第 2号被保険者、そして

第 2号被保険者に扶養されている

配偶者の第 3号被保険者の 3種類

に区分されています。

農業や漁業をしている方が夫婦
で出稼ぎに行き、そこで厚生年金

保険に加入すると、2人 とも第 1

号被保険者から第2号被保険者ヘ

と種別が変わることになります。
また、夫が出稼ぎに行き厚生年金

372-

市浦村の人口と世帯数  平成9,10.1現 在

保険に加入 して、妻が夫の健康保

険の被扶養者に認定されると、夫

は第 2号被保険者、妻は第 3号被

保険者となります。

どちらの場合も、夫婦ともに国

民年金の種別が変わりますから、

市町村役場に届出が必要です。

出稼ぎ先を退職 したときには、

夫婦とも元の第 1号 被保険者にな

りますので、その際にも忘れずに

届出をすることが必要です。

将来のための大切な年金を確保
するために、届出を忘れないよう
にしましょう。
)お 問い合わせ先

役場住民福祉課

労働保険は、労働者が失業 した

場合に生活の安定を図るための失

業給付を行 う雇用保険と、労働災

害により負傷等をした場合の補償

を行 う労災保険からなっています。

労働保険は、農林水産業の一部
を除き、労働者 1人 でも雇用して
いれば、その事業主は加入手続き
をしなければなりません。
「働くあなたと

家族を守る労働保険」
>お 問い合わせ先

五所川原公共職業安定所

>電 話番号
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体
力
づ
く
り
な
ど
を
目
的
に
ス
ポ

す
が
、
あ
ま
り
に
も
は
り
き
り
す
ぎ

て
、
″ケ
ガ
″
を
し
て
い
た
ら
、
せ

っ

か
く
の
楽
し

い
ス
ポ
ー
ツ
も
台
無
し

そ
こ
で
今
回
は
、
″
ケ
ガ
″
を
し
な

が
、
万
が

一
、
″ケ
ガ
″
を
し
た
時
や

″打
撲
″
を
し
た
時
の
手
当
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
打
撲
を
し
た
時
の

手
当
の
ポ
イ
ン
ト

①
ま
ず
、
冷
湿
布
を
し
て
痛
み
や
発

熱
を
抑
え
る
。
冷
や
す
期
間
は
痛
み

が
と
れ
る
ま
で
と
し
、
通
常
の
打
撲

な
ら
二
ヽ
三
日
位
。

②
な
る
べ
く
打
撲
し
た
部
位
は
動
か

③
入
浴
は
、
痛
み
や
腫
れ
が
お
さ
ま

る
ま
で
控
え
る
。

④
痛
み
が
お
さ
ま
っ
た

ら
、
血
液
循
環
を
促
す

た
め
に
温
湿
布
に
切
り

☆
頭
部
を
打
っ
た
ら
？

が
で
き
た
よ
う
な
場
合

は
、
ほ
と
ん
ど
は
心
配

ま
た
、
頭
を
打
っ
た
時

に
、
皮
膚
に
傷
が
つ
い

て
出
血
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
頭
皮
は
、
血

管
が
集
ま
っ
て
い
る
部

分
な
の
で
出
血
量
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
傷
口

に
ガ
ー
ゼ
を
当
て
て
圧

迫
す
れ
ば
止
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、

頭
の
後
ろ
や
横
の
部
分
を
打
っ
て
、

意
識
障
害
や
吐
き
気
な
ど
の
症
状
が

あ
る
場
合
は
、
危
険
性
が
高
い
の
で
、

す
ぐ
に
専
門
医
の
診
察
を
受
け
ま
し

☆
胸
部
を
打
っ
た
ら

，

安
静
に
し
て
冷
湿
布
を
し
ま
し
ょ

う
。
呼
吸
を
す
る
時
に
胸
が
痛
む
よ

う
で
あ
れ
ば
、
肋
骨
が
折
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
肋
骨
は
折
れ

や
す
い
反
面
、
包
帯
な
ど
で
固
定
し

一
本
折
れ
た
程
度
な
ら
そ
れ
程
心
配

は
な
い
の
で
す
が
、
専
門
医
の
診
察

を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

☆
腹
部
を
打
っ
た
ら
７

吐
き
気
が
し
た
り
、
腹
部
に
緊
張

が
感
じ
ら
れ
る
場
合
は
注
意
が
必
要

で
す
。
内
蔵
に
損
傷
が
あ
る
場
合
は

筋
肉
が
硬
く
な
り
、
押
す
と
キ
ュ
ッ

と
さ
ら
に
硬
く
な
る
症
状
も
あ
り
ま

す
。
胃
や
腸
が
破
れ
た
時
は
、
す
ぐ

に
痛
み
が
出
ま
す
が
、
十
二
指
腸
や

す
い
臓
は
背
中
側
に
あ
る
た
め
、
す

ぐ
に
は
症
状
が
出
に
く
い
の
で
、
最

低
五
ヽ
六
時
間
、
で
き
れ
ば

一
日
位

安
静
に
し
て
様
子
を
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
間
は
飲
食
を
避
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

▼
こ

結

婚

⌒雌　咄　美響子
一岬　　加一

⌒郵　鴻　颯季制
一柿　　［一

⌒珈　解　］　識
一制　　［一

⌒帥　嚇　姫　剌
一醐　　耐一

⌒飩　剌　鰤　新
一嘲
目
睛一

⌒卿　聯　韓由訓
一書　　韓一

▼
お
く
や
み

〓
一　
和
　
定
　
松

（相
　
内
）
８２
歳

山 小 黒 柏 鳴

田 桐 川 谷 海
▼

蓋重電壇響温
生

（相
内
）
都
　
博

（相
内
）
清
　
彦

（脇
一匹

克
　
史

⌒脇
一こ

　

泰

（相
内
）
金
　
志

て薦を詈冨ぁな曹辮 こt〔よ警房軍]Fし

■獅 I     
申

‖用 1日 から3日 までの3日 間、コミュニティーセ
ンターで「第18回あすを拓くふるさとまつり」が開催
されます。今年の主な催し物は以下のようになつてい
ます。

11月
1日

・めご子学習発表会
・村民の舞台

13:00～ 15:00)

18:30～ 20:00)

11月
2日

。米まつり
。村民芸能発表会

9130～ 12:30)

13:00～ 15:00)

11月
3日

大隅潔氏文化講演会
お茶席コーナー

銅板による折り鶴実

13:30～ 15:00)

10100～ 15100)

lo:ooん 16:00)

3日 間
開催

村民美術展・趣味の創作展・生け花展

物産まつリコーナー・健康まつり

軽食コーナー・郵便コーナー

悠遊郷コーナー・森林展

みなさんのこ来場をお待ち しています。

-372


